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　7月22日（水）、阿武町奈古のABUキャンプフィールド周辺で
「奈古・ウニラボ」を行いました。これは本シリーズとしては初
めての試みで、福本商店さんとのコラボのもと、港内のスロープ
でムラサキウニを採集し、大きさや重さ、実入りの様子などを一
つ一つ調べました。
　海藻が減って姿を消してしまう「磯焼け」や藻場の衰退は、日
本各地の海で課題となっており、ウニの大発生がその一因ともい
われています。一方で、除去されたり漁獲されたりするウニが、
実際にどんな状態にあるのかを、現場でまとまって測って記録し
た例は多くありません。今回の調査では、小さいものや実入りの
少ないものが多いことなどが、参加者の手で数字として確かめら
れました。
　ウニがいつ産卵し、いつ実入りがよくなるのか、また、場所に
よってどのような違いがあるのかを確かめていくことは、地球規
模の気候変動などにより海の環境が変化している中で、自然にも
人のなりわいのどちらにも役立つ方法を考える手がかりになりま
す。地質、地形、環境、生き物、そして人のくらしをつないで見
ていく萩ジオパークだからこそ、このような調査を続ける意味が
あります。今回のウニラボは、その大切な第一歩となりました。

萩ジオパーク ・ フィール ドラボ

　７月25日(土)、越ケ浜で「笠山・風穴ラボ」を行いました。越ケ
浜には真夏につめたい空気がもれだす「風穴」とよばれる場所が何
ヶ所もあり、冷蔵庫や冷房のように使われてきました。しかし、ど
こがどれぐらいすずしいのかはよくわかっていないため、昨年(2025)
に引き続き調査を実施。まずはグループに分かれて風穴がある20箇
所のポイントに温度計を設置。一定時間経った後、温度を確認し記
録しました。その後、１年前の調査結果ともくらべながら結果を検
証しました。その結果、「風向き」や住居の解体などの「町の変化」
によって同じ場所でも冷え方がかわることが確認されました。
　言い伝えや人のくらしの変化による影響が、実際に調査すること
により分かり始めてきました。



こども地球の学校

　
長門峡アート＆マルシェに初出展

嘉川

　８月２日、山口市の阿東地域交流センター篠生分館で開かれた「長門
峡アート＆マルシェ vol.9」に、萩ジオパークとして初めて出展しました。
会場は長門峡の山口市側の入口にあります。地域の活性化に取り組むLife
長門峡の主催で、今回は「『名勝 長門峡』の魅力を再発見！」がテーマ。
アートのワークショップのほか、長門峡の歴史をたどる展示や、四季折
々の姿を映した写真のスライドショーが並びました。
　萩ジオパークが出展したのは地形模型づくりです。なぞって塗り分け
ていくうちに、あの深い切れ込みが手のひらで分かってきます。スライ
ドショーのあとには長門峡の成り立ちを解説する時間をいただき、多く
の方が集まってくださいました。「地元だけど知らなかった」「とても面
白い」という声が続き、解説が終わってからも質問がやみませんでした。

　小学生と一緒に足元の大地を実験で確かめる「こども地球の学校」は、3年前に始まりました。主催し
てくださっているのは、山口市の各地域交流センターです。萩ジオパークにご依頼いただき、山口大学教
育学部の楮原京子先生と学生の皆さんに協力いただいて実施しています。近ごろは「うちでもやってほし
い」というお声を次々にいただくようになりました。

平川

　8月 5日は、山口市の嘉川地域で初めて開催しました。地層や
地形ができる仕組み、断層のはたらき、液状化、そして火山噴火
といった、身近な大地がどうやってできて、どう変化するのかを
実験でたどりました。20名を超える子どもたちが熱心に手を動か
し、会場は大いに盛り上がりました。

　８月 11日の平川は、この取り組みが始まった場所で、今年は 4回目です。例年の室内ワークショッ

プから趣を変え、地域内にある山口大学のキャンパスを歩くスペシャルな内容に！地図を片手にチェッ

クポイントをめぐり、大学生のお兄さんお姉さんが出すクイズに

答えるとイラストの描かれたカードがもらえます。訪ねた先は、

遺跡の跡や、かつて川が流れていたと分かっている場所などなど。

地図をながめて頭をひねり、グループで相談しながら、大地は少

しずつ姿を変えて今があり、これからも変わり続けていくことを、

子どもたち自身が歩いて確かめた一日になりました。





９月～10月上旬の予定９月～10月上旬の予定
※本紙の編集時点で協議会事務局が把握している情報のうち、協議会主催・共催の行事やジオパークの運営・推進に
　関わる公的な会議・取組等を中心に掲載しています。　　　　　
●〇〇さんに会いに行こうツアー～萩焼作家さんに会いに行こう～　9月5日（土）9:30～12:00　場所：東光寺総門
　前（集合）　内容：坂高麗左衛門窯を訪ね、その歴史や萩の大地と向き合う萩焼作家さんの視点に触れる　主催：
　萩ジオパーク推進協議会　参加：事前申込要（詳細は協議会HP参照） 共催：坂高麗左衛門窯　協力：萩ジオツー
　リズム協会
●新・笠山コーヒー（秋）特別試飲会　9月5日（土）14:00～14:30　場所：笠山山頂展望台「鳶ノ巣」３F展示休憩室
　内容：「鳶ノ巣カフェ」の秋の新コーヒーを試飲する共に、産地や味わいを地球科学視点で深掘りする、萩ジオパー
　ク倶楽部会員限定企画　参加：同倶楽部会員限定、事前申込要（詳細は協議会HP参照）　主催：萩ジオパーク推
　進協議会　協力：萩コーヒー・repos

わっきー教授のジオ・ワールド ⑲　ナイアガラの滝　(カナダ・トロント)

　アメリカ合衆国とカナダとの国境付近を流れるナイアガラ川にある滝は、ビクトリアの滝（アフリカ）
やイグアスの滝（南米）に並んで、世界三大瀑布と呼ばれています。ナイアガラの滝は、五大湖のエリー
湖の水がオンタリオ湖に注ぐ位置に形成されています。約1万年前に、五大湖やナイアガラ川とほぼ同時
期に出来たとされています。カナダ側のカナダ滝、アメリカ側のアメリカ滝とブライダルベール滝と三つ
の滝が識別されています。カナダ滝は、落差52m幅675mあり、アメリカ滝は、落差34m幅320ｍです。
カナダ滝は、馬蹄形の形をしているため、ホースシュー・フォールズとも呼ばれています。カナダ滝のす
ぐ脇にある「テーブルロック」展望台からの眺めが1番人気で、滝の迫力を存分に堪能できます。夏には、
水しぶきに虹がかかり、一段と美しい風景を眺めることができます。一方、冬には、真っ青な空と白く凍
った滝のコントラストの美しさがあり、一年中楽しめる観光スポットとなっています。

わっきー教授撮影


